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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文ではコンクリート表面から鉄筋をパルス着磁し，漏洩磁束密度を測定すること
により鉄筋の位置，かぶり厚を推定する全く新しい手法を提案している。先ず，単独鉄
筋での鉄筋のかぶり厚，直径の推定法について提案し，次に複数鉄筋のかぶり厚を推定
するために重要な情報となる鉄筋の位置推定法の妥当性を示している。最後に複数鉄筋
におけるかぶり厚の推定法の有用性を明らかにしている。これらのことは関連する電気
電子工学や機械工学などの発展に大きく寄与しているものと認められる。従って，本論
文は，博士（工学）の学位論文に値するものと認められる。なお，本論文に関する審査
会および公聴会において，審査委員および出席者から多くの質問がなされたが，いずれ
も著者による的確な説明がなされ，質問者の理解が得られた。 
以上により，論文審査および最終試験の結果に基づき，審査委員会において慎重に審
査した結果，本論文が博士（工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
